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基
金
の
積
み
立
て

電
子
自
治
体

構
築
事
業

　
　

財
政
調
整
基
金
が
増

え
て
い
る
が

　
　

財
政
運
営
上
、
歳
入

が
町
税
と
地
方
交
付
税
、

国
や
県
か
ら
の
補
助
金
な

ど
で
足
り
な
い
場
合
に
財

政
基
金
を
取
り
崩
し
て
予

算
を
立
て
ま
す
。

　

最
近
は
何
と
か
収
入
の

範
囲
以
内
で
執
行
す
る
こ

と
が
で
き
て
お
り
、
取
り

崩
し
た
基
金
は
使
わ
ず
元

に
戻
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
そ
の
上
、
新

た
に
財
政
基
金
の
積
み
立

て
が
１
億
７
１
６
３
万
円

で
き
ま
し
た
。

　
　

事
業
の
進
み
具
合
は

　
　

少
子
高
齢
化
や
社
会

基
盤
の
変
化
に
対
応
す
る

た
め
に
情
報
通
信
技
術
を

活
用
し
て
、
行
財
政
運
営

を
新
た
に
20
年
度
か
ら
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

シ
ス
テ
ム
改
編
前
後
の

５
年
間
の
比
較
で
は
32
％

の
削
減
が
で
き
ま
し
た
。

　

昨
年
の
５
月
に
は
フ
ロ

ア
改
修
を
行
い
、
7
月
に

は「
総
合
窓
口
サ
ー
ビ
ス
」

を
稼
働
し
ま
し
た
。
ア
ン

ケ
ー
ト
で
も
好
評
で
す
。

　
平
成
23
年
第
3
回
9
月
議
会
は
、
9
月
２
日
か
ら
20
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
22
年
度
決
算
は
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
、
９
月
６
日
か
ら
５
日
間
の
審
査
の
後
、
す
べ
て
原

案
通
り
認
定
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
は
歳
入
総
額
１
２
３
億
８
１
８
０
万
７
千
円
、歳
出
総
額
１
１
７
億
９
２
３
５
万
１
千
円
で
し
た
。

　
繰
越
明
許
費
５
７
４
９
万
１
千
円
を
除
い
て
、
実
質
収
支
額
は
５
億
３
１
９
６
万
円
で
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会

10年振りの財政基金積立

 1億7163万円
減った町債

 7億647万円

認
定

名　　称 22年度末残高 前年度比

財政調整基金 10億5621万円 1億7163万円増

公共施設整備基金 2億9463万円 59万円増

減 債 基 金 6億7745万円 117万円増

特 定 財 源 外 7億4557万円 3万円増

合　　　　計 27億7386万円 1億7342万円増

区　　分 22年度末残高 前年度比

一 般 会 計 110億2720万円 4億1333万円減

住宅新築資金会計 0　　 2055万円減

上 水 道 会 計 19億9467万円 1億586万円減

下 水 道 会 計 117億6万円 1億6672万円減

合　　　　計 247億2195万円 7億647万円減

基金（貯金）

町債（借金）

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

1階の総合窓口受付
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町税徴収

滞納額の累計

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー

収
納
課
の
創
設

給
食
費
の
繰
越
金

　
　

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
の
巡
回
は
ど

の
程
度
あ
っ
て
い
る
の
か

　
　

各
学
校
か
ら
の
要
望

に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。

　

必
要
に
応
じ
て
派
遣
を

依
頼
し
一
回
の
相
談
時
間

は
原
則
２
時
間
で
昨
年
度

は
50
回
の
利
用
が
あ
り
ま

し
た
。
不
登
校
児
童
数
減

に
良
い
結
果
が
出
て
、
学

校
、
保
護
者
か
ら
喜
ば
れ

て
い
ま
す
。

　
　

給
食
費
の
未
納
額
が

１
３
３
万
円
あ
る
。
22
年

度
の
繰
越
金
は
57
万
円
と

な
っ
て
お
り
、
合
わ
せ
て

２
０
０
万
円
近
く
が
食
材

購
入
に
使
わ
れ
て
い
な
い

こ
と
に
な
る
。

　

収
入
に
見
合
っ
た
食
材

の
支
出
を
し
て
ほ
し
い
。

　

不
足
分
は
一
般
会
計
か

ら
の
借
り
受
け
で
も
い
い

の
で
は
。

　
　

22
年
度
は
大
川
小
学

校
と
粕
屋
中
学
校
が
未
納

額
０
で
し
た
。
優
良
校
を

見
習
っ
て
ほ
し
い
と
各
校

の
担
当
者
に
集
ま
っ
て
も

ら
っ
て
、
７
月
に
研
修
会

を
開
き
ま
し
た
。

　

給
食
費
の
場
合
は
一
般

会
計
か
ら
の
借
り
受
け

は
私
会
計
な
の
で
で
き

ま
せ
ん
。

　
　

牛
肉
は
、
各
頭
に
個

　
　

収
納
課
が
で
き
て
ど

う
変
わ
っ
た
の
か

　
　

課
が
で
き
て
、
特
に

県
外
へ
の
徴
収
体
制
が
強

化
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度

は
収
納
効
果
額（
滞
納
処

分
等
に
よ
り
今
後
収
納

が
見
込
め
る
額
）は
、
５
，

２
０
６
，
８
５
１
円
と
な

り
ま
し
た
。

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

ＡＡ

Ａ

名　　称 22年度収入額 徴収率 不能欠損額

個人住民税 18億6999万円 96.45 1165万円

法人町民税 6億4636万円 99.65 103万円

固定資産税 28億7935万円 98.41 1372万円

軽自動車税 6899万円 96.86 39万円

町たばこ税 2億5805万円 100.00 0　　

合　　計 57億2275万円 97.96 2681万円

名　　称 22年度末 前年度比

町 税 4億6828万円 1133万円減

保 育 料 730万円 31万円増

給 食 費 642万円 72万円増

町営住宅家賃 1585万円 3万円増

平成22年度 一般会計決算

すすんでいるか
　　　　行財政改革

歳
出117億9235万円

前年度比　8億7270万円増加

体
識
別
番
号
が
あ
り
、
ど

こ
で
産
出
さ
れ
た
か
は
す

ぐ
に
わ
か
り
ま
す
。

　

粕
屋
町
の
給
食
で
は
放

射
能
に
汚
染
さ
れ
た
牛
肉
、

ま
た
、
汚
染
さ
れ
た
麦
藁

を
飼
料
に
し
た
牛
の
肉
を

使
っ
て
い
な
い
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。

　

他
の
食
品
も
県
内
産
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

給食の献立

食
材
の
放
射
能
汚
染
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平
成
22
年
度
特
別
会

計
で
、
前
年
度
と
比
べ

て
増
減
額
の
大
き
か
っ

た
会
計
は
、
国
民
健
康

保
険
会
計
と
介
護
保
険

会
計
で
し
た
。

　
２
会
計
と
も
保
険
給

付
が
伸
び
て
い
ま
す
。

ま
た
、
下
水
道
会
計
が
、

特
別
会
計
か
ら
企
業
会

計
に
移
行
し
ま
し
た
の

で
小
計
の
変
動
が
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

短
期
保
険
証
の
有
効

期
限
の
内
容
は
。

　
　

若
い
人
は
６
ヶ
月
以

上
と
し
、
収
納
状
況
に
応

じ
て
有
効
期
限
は
１
ヶ
月
、

２
ヶ
月
と
柔
軟
に
対
応
し

て
い
る
。
分
割
の
能
力
が

あ
れ
ば
１
年
交
付
と
す
る

な
ど
、
担
当
者
の
判
断
で

出
し
て
い
る
。

ＱＡ

平成22年度　特別会計・企業会計決算

平成22年度　特別会計決算

事　業　区　分
決　　　算　　　額

21年度歳出 22年度歳出 前年比較

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 34億6277万円 35億1599万円 5322万円

後 期 高 齢 者 医 療 3億3347万円 3億4320万円 973万円

老 人 保 健 4605万円 678万円 △3927万円

介 護 保 険 14億9794万円 15億9690万円 9896万円

住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 668万円 3858万円 3190万円

流 域 関 連 公 共 下 水 道 16億0450万円 　　― △16億0450万円

小　　　　　計 69億5141万円 55億0145万円 △14億4996万円

企業
会計

水 道 事 業 12億0184万円 11億4803万円 △5381万円

流 域 関 連 公 共 下 水 道 　　― 21億0509万円 21億0509万円

合　　　　　計 81億5325万円 87億5457万円 6億0132万円

平成22年度歳出決算額

※流域関連公共下水道事業は22年度より企業会計に移行したため合計に違いがある

国民健康保険税収納状況

一般会計から国民健康保険への繰入金
（単位：円）

（1）　収納率
◎現年度分

◎滞納繰越分

年度
全体

調定額 収納額 収納率
千円 千円 ％

20 885,218 744,704 84.13

21 870,267 732,124 84.13

22 853,413 725,539 85.02

年度
全体

調定額 収納額 収納率
千円 千円 ％

20 478,345 74,557 15.59

21 518,662 67,447 13.00

22 567,340 79,020 13.93

平成17年度 25,110,000

平成18年度 265,039,000

平成19年度 350,000,000

平成20年度 250,000,000

平成21年度 120,000,000

平成22年度 50,000,000

決
算
特
別
委
員
会

医
療
費
の
適
正
化

　
　

レ
セ
プ
ト
点
検
の
効
果
が
上
が
っ
て
い
る
と

は
　
　

国
保
会
計
の
赤
字
対
策
の
１
つ
に
レ
セ
プ
ト

点
検
の
強
化
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

粕
屋
町
で
は
点
検
効
果
率
が
常
に
県
内
で
上
位

を
占
め
て
い
ま
す
。

ＱＡ

レセプト点検

健康保険の資格確認や、
重複、他受診などを診
療報酬明細書で点検を
行っています。
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（単位：円）

　
　

一
昨
年
、
赤
字
を
理
由
に
料
金
値
上
げ
を
し
た
と
き

に
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
、
４
５
０
０
万
円
か

ら
５
０
０
万
円
に
削
減
し
た
。
し
か
し
２
年
後
に
は
１
億

円
の
黒
字
を
出
し
て
い
る
の
で
、
値
上
げ
し
な
く
て
良

か
っ
た
の
で
は
。

　
　

町
は
水
が
少
な
い
の
で
水
道
企
業
団
か
ら
受
水
し

て
お
り
、
将
来
の
収
支
を
考
え
る
と
赤
字
に
な
る
の
で
値

上
げ
を
し
た
。

　

昨
年
度
は
、
給
水
収
益
が
予
定
よ
り
も
１
３
０
０
万
円

と
口
経
別
納
付
金
が
１
０
０
０
万
円
以
上
増
収
に
な
っ

た
。

ＱＡ

平成22年度　企業会計決算

近隣市町の料金比較（平成22年度）

一般会計から水道事業への繰入金

家庭用料金 現行料金
実施年月日10㎥使用 20㎥使用

粕 屋 町 1,620 3,510 H22.  4.  1

宇 美 町 1,000  2,500 H17.  4.  1

志 免 町 1,449  3,759 H  9.  6.  1

須 恵 町 1,640  3,740 H22.  6.  1

篠 栗 町 1,100  2,591 H14.  4.  1

久 山 町 1,150 2,410 H11.  4.  1

新 宮 町 1,800 3,800 H  9.  4.  1

古 賀 市 1,740 3,760 H  9.  6.  1

福 岡 市 1,071 2,698 H  9.  4.  1

上  水  道 下  水  道

家庭用料金 現行料金
実施年月日20㎥使用

2,620 H  7.  4.  1

3,260 H21.  4.  1

2,541 H  9.  4.  1

2,730 H  8.  3.29

2,496 H14.  4.  1

2,940 H  7.  2.  7

3,150 H21.  4.  1

2,460 H  9.  6.  1

2,530 H17.  6.  1

（単位：円） （単位：円）

平成13年度 102,932,000

平成14年度 100,281,000

平成15年度 95,004,000

平成16年度 89,185,000

平成17年度 80,267,000

平成18年度 26,254,000

平成19年度 50,000,000

平成20年度 45,000,000

平成21年度 5,000,000

平成22年度 5,000,000

粕屋町浄水場

水
道
会
計
と
は

　

上
水
道
会
計
は
昭
和
47
年
の
設
立
当

初
か
ら
、
下
水
道
会
計
は
平
成
22
年
度

か
ら
企
業
会
計
で
す
。

　

一
般
会
計
に
余
裕
が
あ
る
と
き
は
繰

入
金
額
も
多
い
の
で
す
が
、
現
在
は
財

政
が
厳
し
く
、
繰
入
金
は
年
々
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

経
費
節
減
な
ど
の
企
業
努
力
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
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平成23年度一  般会計補正予算

総額123億   8831万円

4265万円　を可決

　
９
月
定
例
会
で
は
条
例
の
改
正
が
２
件
、
工
事
請
負

契
約
の
変
更
が
１
件
、
人
事
案
件
が
６
件
、
決
算
の
認

定
が
８
件
、
補
正
予
算
が
５
件
、
諮
問
が
１
件
、
合
計

23
議
案
を
審
議
し
、
原
案
通
り
す
べ
て
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
意
見
書
３
件
は
可
決
、
請
願
３
件
の
う
ち
２

件
は
採
択
、
１
件
は
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
６
人
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

　

６
月
議
会
で
可
決
し
た
、
粕
屋

東
中
学
校
第
７
期
工
事
の
一
部
を

議
会
の
要
請
に
よ
り
変
更
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

主
に
体
育
館
階
段
室
や
２
階

ホ
ー
ル
の
床
の
張
り
替
え
、
壁
塗

り
替
え
、
天
井
塗
り
替
え
、
柔
道

場
畳
廃
棄
処
分
な
ど
を
追
加
し
、

３
7
３
万
8
千
円
増
額
。

　

合
計
８
６
０
１
万
６
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

工
事
請
負
契
約
の
変
更

○
教
育
委
員
の
任
命

　
安
河
内
勢
士
氏

　

任
期
満
了
で
再
任
、
２
期
目

○�
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任

　
友
野
和
憲
氏

　

前
任
者
の
退
任
に
よ
り
新
任

　
安
河
内
勇
臣
氏

　

任
期
満
了
で
再
任
、
２
期
目

○
人
権
擁
護
委
員
の
諮
問

　
森
　
紘
氏

　

任
期
満
了
で
再
任
、
４
期
目

人
事
案
件

糟屋郡７町の職員派遣状況　H23.9.1

粕 屋 町 7  名 須 恵 町 6  名
宇 美 町 4  名 新 宮 町 5  名
篠 栗 町 6  名 久 山 町 4  名
志 免 町 5  名

●
避
難
活
動
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
の
創
設

�

４
２
３
万
円

　
　

自
主
防
災
組
織
の
設
立
強
化
や
活
動
な
ど
の
運
営
費
。

　
　

小
学
校
4
区
で
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
を
作
成
予
定
で
す
。

●
職
員
の
被
災
地
派
遣
に
伴
う
旅
費
の
増
額

�

２
１
５
万
円

　
　

９
月
現
在
で
７
名
派
遣
、
今
後
２
名
追
加
の
予
定
で
す
。

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

平
成
23
年

　
第
３
回
定
例
会

派遣先の南三陸町
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事　業　名 増　減　額 主　な　内　容

小学校施設整備事業 △1000 児童数推移変化により建築年度再考のため事
業見送り（西小学校）

中学校施設整備事業 △1000 生徒数推移変化により事業見送り（粕屋中学校）

国際交流事業 △2023 青少年の翼事業中止

�社会体育事業 734 現岩田屋産業跡地売却の為中央スポーツ公園ゲー
トボール場を総合整備

農業委員会委員選挙執行事務 △172 無投票で選挙が無かった

�消防施設費 △460 江辻地区防火水槽撤去工事をしなかった

妊婦健診支援事業 229 平成22年度県よりの補助金の返還金

�戸籍住民登録事務 1460 住民基本台帳法改定に伴うシステム改修費

子ども手当給付事業 △8127 子ども手当の廃止による平成23年度分４月
〜９月分支給分の差額

乳幼児医療費助成事業 2000 医療費の増加（入院等による）

隣保館等管理運営費 1608 地方改善施設整備事業設計委託料119.7万円、
工事費1488.8万円（上大隈）

障害者地域生活支援事業 314 移動支援事業の利用時間増228.2万円、
訪問入浴サービス利用者増67万円

障害者自立支援給付事業 2393

臨時雇用の保険料、賃金92.6万円、グルー
プホーム・ケアホームの家賃補助412.9万
円、障害者利用見込増1599万円、特別給付
金95.4万円、H22確定償還金193.1万円

障害者自立支援医療事業 2092
平成22年度の月遅れ請求及び生保受給者の
更生医療の増加1500万円、22年度確定によ
る償還金592.2万円

私立保育所運営事業 5720 私立保育所定員増と保育所運営委託料の増加

道路維持修繕事業 1500 地元要望等緊急維持修繕箇所に対応するため

道路改良新設事業 680 防犯灯など減400万、酒殿〜植木線改良工事

橋梁維持事業 3000 阿恵橋の橋梁補修工事

�農業振興事業 703
戸原古屋敷水路設計委託料250万円、マス
タープラン策定業務委託料250万円、負担金
203.5万円

バラ祭り事業 △150 バラ祭りが中止になった

平成23年度　一般会計補正予算の主な内容
（単位：万円）

平成23年度一  般会計補正予算

総額123億   8831万円

4265万円　を可決歳入歳出
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議案名
○�賛成　●�反対

ー�退席　欠�欠席

教
育
委
員
会
委
員
の

任
命（
2
期
目
）

1
期
→
3
年
間

平
成
23
年
度
　

一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
23
年
度
　

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

平
成
23
年
度
　

後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算

平
成
23
年
度
　

介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

平
成
22
年
度
　

一
般
会
計
決
算

平
成
22
年
度
　

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
決
算

平
成
22
年
度
　

後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
決
算

平
成
22
年
度
　

上
水
道
会
計
決
算

人
権
擁
護
委
員
の

選
任（
4
期
目
）

1
期
→
3
年
間

議案番号 39号 44号 45号 46号 47号 50号 51号 53号 56号 諮問1号

所　属
委員会

結果 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決

議場（賛成/反対） 15/0 15/1 16/0 16/0 16/0 15/1 14/2 14/2 14/2 15/1

付託先委員会 総務 予算 予算 予算 予算 決算 決算 決算 決算 総務

総務

安川　俊彦 正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

山𦚰　秀隆 副 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

川口　學 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○

澁田　順二 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本田　芳枝 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

小池　弘基 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

建設

伊藤　正 正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

福永　善之 副 ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

安河内　利明 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

八尋　源治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

長　義晴 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

厚生

向野　正幸 正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

因　辰美 副 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

浦元　甫 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

久我　純治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

田川　正治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○

進藤　啓一 議長は、採決に加わりません

☆賛否表に掲載されていない議案は、全員賛成で可決しました
☆議案名については、わかり易い文言に置き換えました

ガチンコ対決、議員の意見が違うのは当たり前！

町の提案に、賛否両論！
９月定例会における、主な議案に対する各議員の賛否結果一覧

　
20
年
間
進
展
が
な
か
っ
た
ボ
タ
山
協
議
会
。
平
成

22
年
５
月
27
日
、
粕
屋
町
、
須
恵
町
、
志
免
町
の

３
町
の
委
員
と
各
事
務
局
34
名
で
佐
世
保
市
世
知

原（
か
じ
か
健
康
公
園
ぼ
た
山
５
５
５
段
）視
察
に

行
き
ま
し
た
。
初
め
て
の
３
町
で
の
行
動
で
し
た
。

　
そ
の
後
協
議
会
に
お
い
て
、
各
町
の
委
員
会
か
ら

２
名
ず
つ
選
出
し
、
自
然
活
用
型
の
ボ
タ
山
開
発

を
推
進
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
発
足
し
ま

し
た
。

　
今
後
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と
し
て
ボ
タ
山
開
発

に
取
り
組
み
ま
す
。

志免炭鉱跡地のボタ山

歩
み
だ
し
た
ボ
タ
山
利
用
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議員より提出された意見書
【継続審査となったものは、引き続き粕屋町議会で審査を継続します】

住民より提出された請願書

件　　　名 提出議員 付託委員会
結　　果

委員会 本会議

原発からの計画的撤退を求める意見書 川口　　學
田川　正治 建設

可決
賛成：2
反対：1
継続：1

可決

電力多消費型経済からの転換を求める
意見書

浦元　　甫
山𦚰　秀隆 建設

継続
賛成：1
反対：1
継続：2

継続

学校施設の防災機能向上のための
新たな制度創設を求める意見書

浦元　　甫
山𦚰　秀隆 総務

可決
賛成：5
反対：0

可決

件　　　名 提出者 紹介議員
付託

委員会

結　　果

委員会 本会議

粕屋町保育所新設及び、
町立保育所存続を求める請願

粕屋町の子育て環境を
考える会

代表　杉林　高志

川口　　學
本田　芳枝
田川　正治

厚生
採択

賛成：4
反対：1

採択

非核三原則の法制化を求める
議会決議・意見書採択の請願

原爆被害者粕屋の会
代表　千代田　不三男

渋田　順二
浦元　　甫 総務

採択
賛成：5
反対：0

採択

少人数学級推進
義務教育費国庫負担制度拡充
を国の関係機関に求める
意見書提出に関する請願

原田　達夫
（江辻区）

川口　　學
本田　芳枝
小池　弘基
田川　正治

総務
採択

賛成：5
反対：0

採択

　
現
在
の
中
央
保
育
所
を
残
し
原
町
駅
裏
に
新
し

く
民
営
の
保
育
所
を
町
有
地
に
新
設
し
ま
す
。

　
平
成
23
年
９
月
末
日
ま
で
に
10
法
人
か
ら
の
申

込
み
が
あ
っ
て
い
ま
す
。

　
10
月
中
に
一
次
選
考
、
二
次
選
考
を
し
て
、
24

年
３
月
ま
で
に
着
工
し
て
、
平
成
25
年
４
月
の
開

園
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
定
員
予
定
は
１
２
０
名
で
す
。

新設保育所予定地

中
央
保
育
所
存
続
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本田　芳枝 議員

　

女
性
委
員
に
つ
い
て
は

推
薦
に
よ
り
町
長
が
任
命

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
で
理
解
し
て
ほ
し
い
。

町
の
防
災
計
画

の
見
直
し
が
必

要
で
す
が
、
会
議
開
催
の

動
き
が
な
い
。

　
ま
た
防
災
会
議
の
メ
ン

バ
ー
は
町
の
職
員
、
警
察
、

消
防
関
係
者
で
男
性
が
ほ

と
ん
ど
だ
。

　
防
災
弱
者
対
策
を
考
え

る
と
き
女
性
の
視
点
が
必

要
だ
が
、
災
害
時
の
要
援

護
者
対
策
の
あ
り
方
や
、

今
年
度
の
会
議
開
催
に
つ

い
て
問
う
。

福
岡
県
の

防
災
計
画

の
見
直
し
が
本
年
度
に
あ

り
ま
す
の
で
、
粕
屋
町
は

そ
れ
を
受
け
て
24
年
度
に

防
災
会
議
を
行
い
町
の
防

災
計
画
の
見
直
し
を
す
る

予
定
に
し
て
い
ま
す
。

子どもの読書計画２次策定の取組みは
� 教育長／１次のアンケート調査中です

防
災
体
制
に
女
性
委
員
の
登
用
は

総
務
部
長
／
防
災
を
熟
知
し
て
い
る
方
で
あ
れ
ば
任
用
も

読
書
離
れ
が
進

ん
で
い
る
現
状

を
憂
い
、
平
成
13
年
に
国
、

16
年
に
県
、
粕
屋
町
は
18

年
に
計
画
が
出
来
ま
し
た
。

　
１
次
の
取
り
組
み
の
分

析
と
２
次
策
定
の
進
捗
状

況
は
。

６
月
に
幼
稚

園
・
保
育
園
・

小
学
校
・
中
学
校
の
子
ど

も
の
実
態
調
査
、
９
月
に

読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
各

団
体
に
読
書
環
境
や
取
り

組
み
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

１
次
で
は
、
学
校
図
書

館
の
電
算
化
、
４
小
学
校

の
図
書
館
に
エ
ア
コ
ン
整

備
が
で
き
ま
し
た
。

　

援
護
を
望
ま
れ
る
方
へ

の
支
援
は
個
別
の
計
画
を

作
成
し
来
年
か
ら
活
用
す

る
予
定
で
す
。

　

柚
須
文
化
セ
ン
タ
ー
と

上
大
隈
隣
保
館
に
は
図
書

館
員
が
出
か
け
て
地
域
貸

出
事
業
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

司
書
の
部
会
や
研
修
を

一
緒
に
し
て
図
書
館
と
学

校
図
書
館
の
情
報
交
換
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
７
割
、
８
割
の

方
が
図
書
館
利
用
登
録
を

し
て
本
を
読
む
姿
を
子
ど

も
に
見
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。

柚須文化センターでの読み聞かせ

本
田

総
務
部
長

本
田

教
育
長

「粕屋町審議会等の設置及び運営に関する要網」の抜粋
第４条（人選基準）公募制度を積極的に採用する。
　（１）　�関係団体等からの選出は役職にこだわらず、幅広く選任

するものとする。
　（２）　女性委員の数は20％以上を目標とする。
　（３）　�町会議員、行政委員会の委員及び常勤の町職員は委員数

をできるだけ縮減する。
　（５）　�委員構成に町会議委員他の委員の身分を必要とする委員

がない場合は選任しない。
　（７）　他の委員との兼職は原則として１人３機関まで。

そのほか委嘱期間は原則として２年以内、在任期間は通算10年
を超えないものとする。

第５条（公募基準）
　（２）　公募委員の枠は委員数の20％を目途とする。

そのほか会議の公開の告知、傍聴の規定、委員会の開催日を委
員が出しやすい日になど。

� 平成18年11月策定
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低
所
得
者
の
負
担
軽
減
の
救
済
策
を

�

住
民
福
祉
部
長
／
負
担
軽
減
に
つ
い
て
は
、
関
係
各
課
で
対
応

粕屋町の防災対策の進捗状況は
� 総務部長／県の防災計画の見直しを受けて作成

田川　正治 議員

65
歳
以
上
が

５
０
０
万
人
を

超
え
、
高
齢
者
が
い
る
家

庭
が
全
世
帯
の
42
・
６
％
。

　
完
全
失
業
率
が
４
・
６

％
、
年
収
２
０
０
万
円
以

下
の
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
が
、

１
３
０
０
万
人
。

　
30
歳
代
の
所
得
は
年
収

３
０
０
万
円
が
一
番
多
く
、

低
所
得
者
と
高
齢
者
の
救

済
策
が
必
要
。

①
社
協
の
生
活
福
祉
資
金

を
活
用
し
た
救
済
は

②
生
活
保
護
の
一
時
扶
助

の
貸
付
け
の
状
況
は

③
町
住
条
例
の
家
賃
減
免

や
徴
収
猶
予
の
救
済
は

④
国
保
の
病
院
窓
口
一
部

負
担
の
減
免
制
度
の
状

況
は

⑤
高
齢
者
や
低
所
得
者
、

生
活
保
護
者
な
ど
の
地

デ
ジ
難
民
の
対
策
は

収
猶
予
の
基
準
を
策
定

中
で
す

④
５
２
２
４
人
の
国
保
加

入
者
に
減
免
制
度
を
通

知
し
た

⑤
各
世
帯
へ
チ
ュ
ー
ナ
ー

無
償
設
置
な
ど
を
周
知

徹
底
し
た

大
震
災
の
復
興

財
源
と
し
て
、

消
費
税
の
大
増
税
に
反
対

が
56
％
、
賛
成
が
41
％
。

　
原
子
力
発
電
所
は
減
ら

す
べ
き
は
74
％
、
す
ぐ
に

廃
止
が
11
％
。

　
玄
海
原
発
か
ら
59
・
７

キ
ロ
の
粕
屋
町
は
、
九
州

電
力
や
国
、
県
に
対
し
て

原
発
ゼ
ロ
を
要
請
す
べ
き
。

　
そ
こ
で
、
２
年
前
の
ゲ

リ
ラ
豪
雨
の
被
害
を
繰
り

返
さ
な
い
た
め
、
大
川
小

学
校
の
堤
防
の
嵩
上
げ
な

ど
防
災
対
策
を
。

①�

河
川
の
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ

の
設
置
は

②
防
災
無
線
の
サ
イ

レ
ン
の
活
用
は

③
災
害
時
要
援
護
者
の
個

別
計
画
は

④
大
規
模
災
害
時
の
応
援

協
定
は

①
県
が
設
置
し
て
い
る
雨

水
橋
の
一
基
だ
け

②
今
後
、
防
災
無
線
の
運

用
も
考
え
る

③
要
援
護
者
の
個
別
避
難

計
画
を
作
成
す
る

④
国
と
協
定
締
結
の
協
議

を
進
め
る

田
川

田
川

①
エ
ア
コ
ン
設
置
の
貸
付

け
の
問
合
わ
せ
が
１
件

②
県
に
は
エ
ア
コ
ン
設
置

の
一
時
扶
助
の
制
度
が

な
い

③
町
住
条
例
の
減
免
と
徴

朝日町営住宅

雨水橋のライブカメラ

総
務
部
長

住
民
福
祉
部
長
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行政区の再編と適正な組合世帯数は
� 総務部長／区長会、審議会に相談したい

篠
﨑
町
長
二
期
目
の
出
馬
に
つ
い
て

�

町
長
／
出
馬
を
撤
回
、
辞
退
し
ま
す

長　義晴 議員

篠﨑町長４年間の最後の答弁

本
当
に
大
変
申

し
わ
け
な
く

思
っ
て
い
ま
す
が
、
残
念

な
が
ら
立
候
補
を
断
念
い

た
し
ま
し
た
事
を
こ
こ
に

改
め
て
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

一
般
質
問
通
告

書
で

①
１
期
４
年
間
の
目
指
し

た
政
策
に
対
す
る
成
果

と
反
省

②
２
期
目
の
目
標
と
さ
れ

る
町
政
は
何
か
を
質
問

す
る
予
定
で
し
た
が
、

突
然
の
出
馬
の
撤
回
、

辞
退
が
８
月
31
日
の
全

員
協
議
会
の
冒
頭
で
あ

り
ま
し
た
。

　
　
し
か
し
な
が
ら
、
住

民
に
対
す
る
説
明
責
任

が
必
要
と
思
い
ま
す
が
、

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

長

　

４
年
間
本
当
に
短
い
間

で
し
た
が
有
難
う
御
座
い

ま
し
た
。

　

残
さ
れ
た
あ
と
二
ヶ
月

間
、
こ
れ
か
ら
先
も
変
わ

ら
ず
努
力
し
て
参
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

24
行
政
区
は
平

成
５
年
～
６
年

に
か
け
て
行
政
審
議
会
の

答
申
を
受
け
て
、
適
正
な

行
政
区
の
世
帯
数
５
０
０

世
帯
程
度
の
方
針
に
沿
っ

て
、
再
編
さ
れ
た
が
、

１
０
０
０
世
帯
以
上
は
６

行
政
区
、
８
０
０
世
帯
以

上
は
10
行
政
区
と
な
っ
て

い
る
が
、
行
政
区
の
標
準

長

世
帯
数
ま
た
、
組
合
の
適

正
世
帯
数
に
つ
い
て
の
指

導
は
さ
れ
た
の
か
？

分
区
が
さ

れ
た
平
成

５
年
～
６
年
と
比
較
し
て
、

行
政
運
営
の
在
り
方
や
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
状
況

な
ど
大
き
く
変
っ
て
お
り
、

新
た
な
検
証
が
必
要
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

地
域
力
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
い
う
の
が
問
わ

れ
て
お
り
、
行
政
区
や
組

合
を
運
営
す
る
に
当
っ
て

ど
う
い
う
規
模
が
一
番
い

い
か
、
今
後
区
長
会
、
審

議
会
も
あ
り
、
相
談
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

町
長

総
務
部
長

行政区名 世帯数
柚 須 1,504
花 ヶ 浦 1,436
原 町 1,268
戸 原 1,010
長者原 下 1,002
乙仲原 西 1,001
若 宮 966
乙仲原 東 933
長者原 中 848
甲 仲 原 810
長者原 上 780
内 橋 １ 745
江 辻 560
大 隈 557
酒 殿 554
長 戸 549

500世帯以上の行政区
平成23年7月31日現在
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後期５ヶ年基本計画の対策は
� 都市政策部長／計画通りに実施します

ごみ処理施設クリーンパークわかすぎ

原町駅前の狭隘道路整備予定地

１
．
秩
序
あ
る

　
都
市
創
造
の

　
推
進

①
土
地
区
画
整
理
事
業
の

考
え
は

②
福
岡
東
環
状
線
事
業
の

考
え
は

③
Ｊ
Ｒ
福
北
ゆ
た
か
線
の

新
駅
構
想
に
対
す
る
考

え
は

２�

．
快
適
な
交
通
環
境
創

造
の
推
進

①
土
地
計
画
道
路
の
整
備

率
の
進
捗
状
況
は

②
道
路
幅
４
・
０
ｍ
未
満

の
割
合
に
対
す
る
進
捗

状
況
は

③
歩
道
設
置
率
に
対
す
る

進
捗
状
況
は

都
市
政
策
部
長

１�
．
秩
序
あ
る
都
市
創
造

の
推
進

①�

花
ヶ
浦
地
区
と
、
酒
殿

駅
周
辺
の
町
づ
く
り
検

討
委
員
会
が
組
織
さ
れ

区
画
整
理
事
業
の
実
施

に
向
け
た
協
議
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

②�

21
年
度
に
調
査
設
計
が

行
わ
れ
、
22
年
度
か
ら

は
一
部
用
地
買
収
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

③�

Ｊ
Ｒ
福
北
ゆ
た
か
線
の

新
駅
構
想
を
協
議
し
て

い
き
た
い
。

小
池小池　弘基 議員

３
．
エ
コ
タ
ウ
ン
か
す
や

の
構
築

①
1
日
1
人
あ
た
り
の
ゴ

ミ
排
出
量
に
対
す
る
考

え
は

②
古
紙
類
集
団
回
収
団
体

数
の
進
捗
状
況
は

４
．
ク
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
か

す
や
の
実
現

①
環
境
美
化
作
業
参
加
者

数
に
対
す
る
考
え
は

２�

．
快
適
な
交
通
環
境
創

造
の
推
進

①�

千
代
粕
屋
線
・
福
岡
東

環
状
線
・
筑
紫
野
古
賀

線
な
ど
の
県
事
業
で
、

４
９
４
０
メ
ー
タ
ー
が

完
成
す
れ
ば
目
標
値
に

近
づ
く
も
の
と
考
え
る
。

②�

22
年
度
末
ま
で
の
進
捗

状
況
は
39
・
６
％
で
す

が
、
狭
隘
道
路
整
備
補

助
金
を
活
用
し
整
備
を

進
め
た
い
。

③�

22
年
度
ま
で
の
進
捗
状

況
は
27
・
０
％
で
す
が
、

整
備
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

３�

．
エ
コ
タ
ウ
ン
か
す
や

の
構
築

①�

21
年
度
の
１
人
当
た

り
の
ゴ
ミ
排
出
量
は

８
３
７
グ
ラ
ム
で
、
22

年
度
は
８
３
５
グ
ラ
ム

で
し
た
。

　

�

今
後
も
ゴ
ミ
の
減
量
化

を
進
め
て
い
き
た
い
。

②�

22
年
度
の
団
体
の
登
録

数
は
70
を
超
え
て
い
ま

す
が
、
活
動
団
体
は
52

団
体
で
す
。

４�

．
ク
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
か

す
や
の
実
現

①�

22
年
度
の
参
加
者
数
は

１
万
６
８
３
名
で
、
前

年
度
よ
り
８
３
０
人
の

増
で
す
。

　

�

今
後
も
、
多
く
の
住
民

の
方
の
積
極
的
な
参
加

を
呼
び
か
け
て
い
き
た

い
。
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久我　純治 議員

敷縄池の管理とヒシ草の除草
� 都市政策部長／農区とも話し合い一番安価方法を

街
路
樹
の
手
入
や
管
理
に
つ
い
て

�
都
市
政
策
部
長
／
枯
れ
た
樹
木
は
植
替
え
ま
す

信
号
付
近
の
欅

一
本
の
枝
が
、

信
号
を
見
え
に
く
く
し
て

い
た
と
の
事
で
、
欅
通
り

の
全
て
の
木
を
剪
定
し
て
、

切
り
込
み
す
ぎ
で
、
10
年

以
上
も
た
っ
た
欅
が
６
本

も
枯
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
ま
こ
と
に
お
粗
末
で
あ

る
。

　
樹
も
生
き
も
の
、
剪
定

に
も
時
期
が
あ
り
、
切
り

込
み
に
も
方
法
が
あ
る
は

ず
。

　
枯
れ
た
木
の
植
替
え
は

ど
う
す
る
の
で
す
か
。

　
駕
与
丁
公
園
の
桜
、
役

場
前
の
桜
並
木
、
江
辻
の

銀
杏
並
木
、
長
者
原
の
欅

通
り
な
ど
、
と
て
も
ス
テ

キ
で
し
た
。

　
思
い
出
に
な
る
様
な
並

木
通
り
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

久
我

昨
年
緊
急
雇
用

対
策
の
助
成
金

７
５
０
万
円
を
使
い
、
池

一
面
の
ヒ
シ
の
除
草
が
さ

れ
ま
し
た
が
、
一
年
た
つ

と
池
の
１
／
３
く
ら
い
ヒ

シ
が
お
お
っ
て
い
る
。

　
ヒ
シ
草
の
上
部
の
み
取

り
込
ん
で
も
根
は
の
こ
り
、

無
駄
な
作
業
で
ヒ
シ
の
実

だ
け
の
問
題
で
な
い
。

　
お
金
の
む
だ
使
い
で
あ

る
。

　
農
業
に
関
す
る
こ
と
に

な
る
と
行
政
は
お
よ
び
ご

し
に
思
え
ま
す
。

　
農
業
委
員
の
人
達
と
、

話
し
合
い
、
水
を
ぬ
き
、

そ
の
上
に
除
草
剤
を
か
け

る
と
、
根
か
ら
枯
れ
て
少

久
我

　

交
差
点
付
近
で
は
信
号

が
見
え
に
く
か
っ
た
り
、

台
風
の
際
に
は
電
線
を
切

る
恐
れ
が
あ
り
業
者
に
剪

定
さ
せ
た
が
、
今
後
、
樹

木
の
管
理
に
精
通
し
て
い

る
方
達
の
意
見
を
聞
き
、

ま
た
、
樹
に
つ
い
て
勉
強

し
可
能
な
か
ぎ
り
樹
形
な

ど
を
考
慮
し
管
理
し
た
い
。

　

枯
れ
た
木
は
時
期
に
な

る
と
植
え
替
え
ま
す
。

立ったままの枯木と切株

敷縄池のヒシ草

な
い
経
費
で
効
率
よ
く
目

的
が
達
成
さ
れ
ま
す
。

　
助
成
金
で
も
自
分
の
お

金
だ
っ
た
ら
有
効
に
使
う

は
ず
で
す
。

　

敷
縄
池
は
農
業
用
水
の

貯
水
が
目
的
の
池
で
あ
る
。

　

ヒ
シ
の
存
在
が
農
業
に

は
悪
い
影
響
は
な
い
が
、

悪
臭
、
景
観
が
悪
い
と
の

苦
情
で
除
草
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
ま
だ
と
ま
た
、

一
面
お
お
わ
れ
ま
す
。

　

今
年
は
、
予
算
が
無
い

が
、
農
区
と
と
も
に
話
し

合
い
一
番
安
価
な
方
法
で

除
草
し
ま
す
。

都
市
政
策
部
長

都
市
政
策
部
長
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学
校
図
書
館
の
充
実
を

�

教
育
長
／
人
的
・
物
的
整
備
の
充
実
を
図
っ
て
い
る

スポーツで町の活性化を
� 教育次長／信頼と協働の町を基本理念に

山𦚰　秀隆 議員

学
校
図
書
館
の

人
的
・
物
的
整

備
が
行
き
届
い
て
い
な
い

た
め
、
十
分
な
活
用
を
さ

れ
て
い
な
い
事
が
度
々
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

　
児
童
生
徒
の
読
書
活
動

を
推
進
し
、
言
語
力
の
育

成
を
図
っ
て
い
く
た
め
に

は
、
児
童
生
徒
が
活
用
し

た
く
な
る
よ
う
な
学
校
図

書
館
へ
整
備
す
る
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

教
育
長

人
的
整
備
に

つ
い
て
は
、

６
校
と
も
図
書
司
書
１
名
、

司
書
教
諭
１
名
を
配
置
し

て
い
ま
す
。

　

物
的
整
備
に
つ
い
て
は
、

小
中
学
校
す
べ
て
に
エ
ア

コ
ン
の
設
置
が
終
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

蔵
書
に
つ
い
て
は
、
学

校
図
書
館
図
書
標
準
に
達

成
し
て
い
ま
す
。

　

読
書
活
動
の
状
況
に
つ

い
て
は
、
小
中
学
校
と
も

授
業
時
数
の
中
に
授
業
と

し
て
取
り
入
れ
推
進
を
し

て
い
ま
す
。

本
年
６
月
に
ス

ポ
ー
ツ
振
興
法

が
全
面
改
正
さ
れ
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
幸
福
で

豊
な
生
活
を
営
む
事
は
す

べ
て
の
人
々
の
権
利
と
す

る
権
利
規
定
が
記
さ
れ
た
。

　
粕
屋
町
の
魅
力
や
池
の

利
を
活
か
し
た
ス
ポ
ー
ツ

で
町
づ
く
り
を
し
て
は
ど

う
か
。

教
育
次
長
今
後
の
町

づ
く
り
は
、

第
４
次
総
合
計
画
の
町
民

と
行
政
が
お
互
い
の
責
任

と
役
割
を
認
め
合
う
中
で
、

信
頼
関
係
を
築
き
、
み
ん

な
で
実
践
す
る
信
頼
と
協

働
の
町
づ
く
り
を
基
本
理

念
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

ひ
と
つ
の
方
法
と
し
て
、

今
後
も
町
民
１
人
１
ス

ポ
ー
ツ
を
目
標
に
、
町
民

の
健
康
づ
く
り
や
生
活
の

潤
い
づ
く
り
、
住
民
相
互

の
交
流
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ

活
動
を
通
し
て
町
づ
く
り

を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

山
𦚰

山
𦚰

　

図
書
館
が
８
０
０
人
、

９
０
０
人
の
子
ど
も
た
ち

に
耐
え
う
る
図
書
館
の
整

備
を
ど
う
作
っ
て
い
く
か

と
い
う
の
が
今
後
の
検
討

課
題
と
考
え
ま
す
。

文化スポーツ施設の活用がすすむ
かすやドーム周辺

新しく改装された中央小図書館
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議会だより表紙の写真公募

議会広報一同

発行：粕屋町議会　〒811-2392　福岡県糟屋郡粕屋町駕与丁1-1-1
TEL092-938-0161　FAX092-938-3150

小池　弘基

編集後記

　今年も早いもので、第３回９月定例会も終わり、す
ぐ第4回12月定例会が開催されます。　
　我々議会広報委員会のメンバーは、いかにして議
会で審議された内容を早く・
正確に・解りやすく伝えるた
めに、年間に24回の会議を
行っています。これからも皆
様のご意見をお待ちしていま
す。

　平成23年３月議会だよりから公募を始めま
したが、今回は３件の応募でした。
　写真は長者原上区の古川様です。ありがとう
ございました。
　次回12月議会だよりも四季の子どもさんが
写った写真をご提供下さい。
　12月末までに、住所、氏名を明記のうえお送
り下さい。
　なお複数応募があれば広報委員会で選定さ
せていただきます。写真は返却致しませんので
御了承下さい。
　詳しいことは、議会事務局あてにお電話下さ
い。お待ちしています。　　（あて先は本頁末尾）

発
行
責
任
者

議

　
　長

　
　進
藤

　啓
一

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員

副
委
員
長

　
　久
我

　純
治

編
集
委
員
長

　
　本
田

　芳
枝

委

　
　員

　
　田
川

　正
治

委

　
　員

　
　長

　
　義
晴

委
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補助金名 金額（円） 補助金名 金額（円）

環境生活課分　15件 669,022,620 社会教育課　26件 97,049,259

須恵町外二ヶ町清掃施設組合分担金（ゴミ処理） 629,670,000 人権教育推進費（粕屋地区人権運動連合会） 3,375,000

須恵町外二ヶ所町清掃施設組合分担金（し尿処理） 29,938,000 人権教育推進費（部落解放同盟表粕屋地区協議会） 3,375,000

古紙類等回収奨励金 5,130,720 ときめき体験事業補助金 4,322,629

バラまつり実行委員会補助金 1,499,275 分館助成金 8,953,536

その他（11件） 2,784,625 自治公民館生涯学習補助金 2,808,000

分館施設及び集会所整備等補助金 54,612,000

介護福祉課　14件 42,767,662 体育協会補助金 2,700,000

民生委員児童委員活動費補助金 2,227,666 県・地区体育大会選手強化費 2,077,700

粕屋町社会福祉協議会補助金 26,477,096 その他（18件） 14,825,394

老人クラブ補助金 2,500,000

シルバー人材センター補助金 9,000,000 協働のまちづくり課　９件 6,078,209

その他（10件） 2,562,900 YOSAKOIかすや祭り補助金 3,500,000

商工花火大会補助金 1,000,000

地域振興課分　13件 24,635,860 その他（７件） 1,578,209

粕屋町外1市水利組合負担金 6,088,000

生産調整推進対策事業転作等推進費 5,031,060 学校教育課　13件 14,902,400

粕屋町商工会補助金 8,500,000 北筑前養護学校通学交通費補助金 3,923,000

粕屋町商工会街路灯電気代補助金 600,000 健康増進特別事業補助金 1,621,200

プレミアム付商品券発行事業費補助金 2,700,000 部活動補助金（中学校2校） 4,880,000

その他（8件） 1,716,800 その他（10件） 4,478,200

町からの主な補助金・負担金（平成22年度決算分）
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